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1政 治 団 体 の 名 称 望 月義夫後援 会

… ノ 、 ノ

収 支 報 告 書 平成27年分
・鳩…(開 催 分)

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党[コ 政治 資金規正法第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 凹 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 た る事 務所 の所在 地 静岡県静岡市清水区辻1丁 目9-3

3代 表 者 の 氏 名 村上 光廣
活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等 図 同一の都道府県の区域内
噛「

4会 計 責 任 者 の 氏 名 寺澤 潤
資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

口 有

凹 無

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

資金管理団体の届
出 をした者の氏名

凹 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号 に係 る国会議員関係政治団体

E]政 治資金規 正法第19条 の7第1項

第2号 に係 る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者
の 氏 名 望月 義夫

(電 言舌)054-364-3471
一 幽

醒

公 職 の 種 類 衆議院議員

(現職・候補者の別)(現 職)
(電話)

(電話) 公 職 の 候 補 者
の 氏 名(2人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

公 職 の 候 補 者
の 氏 名(3人 目〉

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

一 一

選挙管委
i
「 闘7一
置28
,5.25

!

}

」
資金管理団体の指定の期間

国会議員関係政治団体に関す る
特例の適用期間

第堺?号
から

まで

か ら

まで

(※複数の期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数の期間がある揚合2つ め以降の期間)



(その2)収 支 の 状 況

1収 支の総括表

収 入 総 額 11380256,,

(前 年 か ら の 繰 越 額) 2,380,256

(本 年 の 収 入 額) 9,000,000

支 出 総 額 8360791
,,

翌 年 へ の 繰 越 額 3019465
,,

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入した人の数) 0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人その他の団体 か らの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 9000000,,

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 9000000,,

(寄附 の うち寄 附のあっせ ん に よる もの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 9000000,,
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(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 3.政 治 団体

寄附者 の氏名

(団体にあっては、その名称)
金 額 年 月 日

住所(団体にあっては、主たる事務所
の所在地)

職業(団体にあっては、代
表者の氏名) 備 考

青鷹会 3000000
,,

H27/4/22 静 岡市 清水 区辻1-9-3 望月義夫

青鷹会 3000000,,
H27/7/1 静 岡市 清水 区辻1-9-3 望,月義夫

青鷹会 3000000,,
H27/11/2 静 岡 市清水 区辻1-9-3 望月義夫

こ の 頁 の 小 計 9000000,,

そ の 他 の 寄 附 0

合 計 9000000,,
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(その13)

3支 出項 目別金 額 の 内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与 した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 6258144
,,

0

(2)光 熱 水 費 19,698 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 97,775 0

(4)事 務 所 費 1541306,,
0

小 計 7916923
,,

0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 443,868 0

(2)選 挙 関 係 費 0 0

(3)機 関紙誌の発行 その他 の事業費 0 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0 0

エ そ の 他 の 事 業 費 0 0

(4)調 査 研 究 費 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 443,868 0

合 計 8,360,791
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(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 2.光 熱 水 費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出 19,698

合 計 19,698
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(そ の14)ノ

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 3.備 品 ・消耗 品費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 目
支 出を受 けた者 の氏名

(団体 にあっては、その名称)
支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

、

こ の 頁 の 小 計 0

そ の 他 の 支 出 97,775

合 計 97,775
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(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出を受 けた者の氏名

(団体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

賃借料 360,000 H27/1/5 望月義夫 静岡市清水区矢倉町5-8

後納郵便 33,744 H27/1/29 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田 区霞が 関1-3-2

通話料 52,109 H27/2/16 NTTフ ァイナ ンス㈱ 東 京都 港 区芝 浦1-2-1

後納郵便 33,152 H27/2/16 日本郵便㈱ 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

通話料 15,678 H27/3/21 NTTフ ァイ ナ ンス㈱ 東京都 港 区芝浦1-2-1

後納郵便 29,600 H27/3/24 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田区霞 が 関1-3-2

通話料 46,975
'
H27/4/16 NTTフ ァイナ ンス㈱ 東 京都 港 区芝 浦1-2-1

後納郵便 18,352 H27/5/13 日本郵便㈱ 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

後納郵便 13,616 H27/5/13 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田区霞 が 関1-3-2

後納郵便 14,208 H27/7/10 日本郵便㈱ 東 京都 千代 田区霞 が関1-3-2

後納郵便 23,680 H27/7/10 日本郵便㈱ 東 京都 千代 田区霞 が 関1-3-2

後納郵便 28,416 H27/8/21 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田区霞 が 関1-3-2

エアコン洗浄 51,408 H27/9/1 ヤマダユニア㈱ 静 岡市清水区上清水町3-19

受信料 14,545 H27/9/5 日本放送協会 東 京都 渋谷 区神 南2-2-1

後納郵便 33,152 H27/9/24 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田区霞 が関1-3-2

こ の 頁 の 小 計 768,635
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(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務 所 費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出を受けた者 の氏名

(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

通話料 19,022 H27/10/19 NTTフ ァイナ ンス㈱ 東京 都 港 区芝 浦1-2-1

後納郵便 31,376 H27/10/19 日本郵便㈱ 東 京都 千 代 田区霞 が 関1-3-2

通話料 21,466 H27/11/16 NTTフ ァイ ナ ン ス㈱ 東 京 都 港 区芝浦1-2-1

後納郵便 27,232 H27/11/16 日本郵便㈱ 東京 都 千代 田 区霞が 関1-3-2

自治会費 15,000 H27/12/9 辻五区自治会 静 岡市 清水 区2-12-11

後納郵便 32,560 H27/12/14 日本郵便㈱ 東 京都 千 代 田区霞 が 関1-3-2

賃借料 360,000 H27/12/28 望月義夫 静岡市清水区矢倉町5-8

こ の 頁 の 小 計 506,656

そ の 他 の 支 出 266,015

合 計 1541306,,
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(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
1.組 織活 動費

組織活動費

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団 体 にあって
は、主たる事務所の所在地) 備 考

年会費(1～6月) 60,000 H27/4/16 静岡県清水倫理法人会 静 岡市駿河 区稲川1-3-4

年会費等 144,500 H27/6/11 清水ライオンズクラブ 静岡市清水区相生町6-1

年会 費(7～12月) 60,000 H27/10/29 静岡県清水倫理法人会 静 岡市駿河 区稲川1-3-4

会場借上料 11,100 H27/11/21 清水テルサ管理運営共同企業体 静岡市清水区島崎町223

年会費 53,000 H27/12/25 清水ライオンズクラブ 静岡市清水区相生町6-1

年会費 48,000 H27/12/25 清水 ライオンズクラブ 静岡市清水区相生町6-1

こ の 頁 の 小 計 376,600

そ の 他 の 支 出 67,268

合 計 443,868
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(その17)資 」 産 等 の!状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地一 口 凹

イ 建 物一 口 凹

ウ 建惣辺逝在 と且的.と立ゑ地上権又は土地の賃世権 口 臼

工 亟 畳 ぬ 価 額 撚 迎2工1丑 皇 超 え ゑ 動 産 口 凹

オ難 噛鑑醜鑑 誤鍵 銭 ヤ1 口 凹

力 金 銭 値 託 [] 凹

キ 査 価 証 拳 口 凹

ク 坦 資 上二 よ 三Σ 権 利 口 凹

ケ 貸位先二との残高丞迦 互且盈超λゑ黛位金 口 図

コ 文払 ねれ 血金 額 企 遺 互 且を 超 盈 亙敷 金 口 凹

取得の価額が100万 円を超える施設 の利用に関す る権 [:】 凹サ 剋

シ 造ム先二と辺残直距迦 互巴亙超えゑ債ム金 [コ 凹



(そ の20) 宣 誓 書

凹

口

凹

添付書類(別 添のとお り)

1領 収書等の写し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報 告書 は、政 治資金 規正 法 に従 って作成 した もので あって、真 実 に相違 あ りませ ん。

政 治 団体 の名 称

会計責任者の氏名

代 表 者 の 氏 名

望月義夫後援会

平成28年5月25日

寺澤 潤 轡)

(代表者については解散時のみ記入すること)

(印)



政治資金監査報告書

平成28年5月24日

望月義夫後援会

代　 　
翼 資響 鷲 麟1 )
研 修 修 了 年 月 日 平成21年6月29日

1監 査の概要
、

£ (1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基 づ き、

望月義夫後援会の平成27年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべて

の期間を対象 として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る

支出目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同じ。)について、

支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金 監査 は、法第19条 の13第2項 に定め るところに よ り政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

アル 」 とい う。)に 基 づ き行 っ た。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成又は徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目

噌

的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告す

る こ とに あ る。

(4)こ の政治資金監査 は、望月義夫後援会の主たる事務所 において行った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果 は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項 につい て、会計帳簿、領収書等、領

収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が

保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項 につい て、会計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第12条 第1項 に規 定

一1一



する収支報告書は、会計帳簿、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振

込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 につ いて、領収書等を徴 し難かった

支出の明細書及び振込明細書に係る支出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されてい

た 。

3業 務制限

望 月義夫後援会 と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す る事 実は な

い 。

また、望月義夫後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間

にお い て も、 同様 で あ る。

以 上
三

/

＼噂
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